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建て替え

仮{5階建/床⾯積200坪~RCビû�x1解体�けw1億1建築費w4億5千万1設計費⽤や諸費⽤w5千万1 総
⼯費6億円wす2物価⾼騰~影響w建築費�上昇²続けvい~す2躯体²残しvúノベー·ョンz¹2億2し{
も新築¸ºもÀüーù~⾼い÷¶´ン|可能wす2築古ビûや空}フý²�1正しく⽤途転換し1仕組�化す

¼�<安定し�スøッ¿収益=²⽣�資産{変え¹¼~す2こ¼{¹~時代{合っ�環境{も優しい思想w

す2

初期投資²抑え

¹¼»

ス¿ùップビû

ù脱却

環境{優しい 美しい÷¶´ン

⼯期⼤幅短縮 安定収益(~��
売却)

⽤途�様々 景気変動~影響

²受け{くい

営業{依存しzい

そ~中wも1こ¼¹²満�すモ÷û| 内外装リノùーションを起点とした貸し会議室‧多⽬的スúース事業
wす2も�½³オフ³ス貸し1あ»い�売却xいう選択肢もあº~す2
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オーナーが直⾯している現実

多く~ビûオーナー|1次~課題を抱えvいます2

再開発エúア{企業|移

転

中途半端z規模 賃料を下rv²決まらz

い

öナンø退去後1⻑期空
室

修繕費�{{»|回収w
}zい

建v替えv²満室|不安

将来~出⼝(売却)|⾒えzい

s¼�<経営努⼒不⾜=w�zく1 従来型~不動産モ÷ûそ~²~|限界を迎えvい»た±wす2



おすすめ

解決策~⼀つ<時間貸し=

本事例で� 空間を"時間で売る"ビ¸ネ¹へ転換2

1

⻑期賃貸 → 時間貸し

2

固定賃料 → 稼働率ビ¸
ネ¹

3

待つ経営 → 回す経営

これ{より1築古ビル�再び<稼ぐ装置={zります2
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なぜ今、需要|あるの{

需要が続く理由�明確です。

リモートワーク普及で社内

会議室が減少

必要な時だけ外部会議室を

使う流れ

⼩規模‧短時間ニーズ~増

加

貸し会議室� 景気後退時でも需要が消えにくい業態です。



ó¸ý¹ò÷ûë�

oò÷û�ïOwr�w~y2

f�º¯v ºóù´óÎ}

w/'q/Û÷ �uo�ÿß

</²ß´uz1úN²

��Nr»=

¹øó¿ß×ß}�ßó¸ý¹wy2



収益構造(モデル例)

0

100,000,000

200,000,000

300,000,000

⽉商 年商

計算:
→ 1部屋の⽉商: 5,000円 × 6時間 × 25⽇ × 70% = 525,000円
→ 全45部屋の⽉商: 525,000円 × 45部屋 = 23,625,000円
→ 年商: 23,625,000円 × 12ヶ⽉ = 283,500,000円
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Û÷gþ:

_ûÿÛ÷{�o: 3õý²(2F-4F)

1õý²15ø_xwv�ÿ (qoø�o)

1ø_ / 1f� 5,000×

ø_u: 15ø_/õý² × 3õý² = 45ø_

1o�W~Ý: 6f�

o�~Ýou: 25o

�W~Ý÷: 70%
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成功モデルの共通点

成功しvい»事業者{�共通点があºます。

借Nr or ⾃社
物件活⽤

稼働率を最重視 価格をOrzい設
計

オペレーション~
標準化

<⽴地 × 設計 × 仕組み=

s~3点が揃うsxが成功条件wす。
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内装で重要なポイント

⾼速Wi-Fi 電源‧配線 照明(明るさ‧⾊温
度)

遮⾳‧空調

清潔感

<普通で困らない=ではなく <選ば¼»理由=を作る設計が必要です。
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運営オペレーション

無⼈運営 遠隔管理

清掃外注 トラブル対応マニュアル化

オーナーが現場に張り付く必要はありません。



オーナーのメリット

空室解消 賃料以上~収益
性

建物価値~再⽣ 将来売却時~評
価向上

単なる副業で�なく 不動産経営のアップ÷ーøです。



想定リスクと対策

リスクは存在します。

稼働率|上|らない 競合出現 初期投資回収

し{し 事前の調査‧設計で回避可能です。



�qNr5¹öó÷
01

{þ'^|¿ÿ

02

ßþ·ÿõüü·÷ó

03

úþù¯�'ý/

04

Öû�Û

05

Û÷}Õ'j]�

¹ôüù|rv²Vq~y2



Utvt»{þ

û20~ïN z}õý²rº Ýßk10V_or|¿{
þó·÷ó

o�Yö|ÿý

<gþ|êt{þ{y1�sï|rº~y2=



なぜ今、動くべきか

空室は毎⽉損失 先⾏者が有利 市場はまだ成熟前

<検討してい»間にも1機会損失は積�上がº~す2=
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